
日
本
経
済
の
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
Ⅰ
）

飯

盛

信

男

も
く
じ

第
一
章

公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
生

第
一
節

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
わ
が
国
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
た
ち
お
く
れ

（
1
）
先
進
諸
国
の
三
次
産
業
就
業
者
比
率
は
七
割
台

（
2
）
脱
工
業
化
の
到
達
点
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
3
）
第
三
次
産
業
拡
大
の
発
展
段
階
論
的
説
明

（
4
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
比
較
、
日
本
の
た
ち
お
く
れ

第
二
節

長
期
停
滞＝

生
産
能
力
過
剰
化
か
ら
の
脱
却
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
で

（
1
）
長
期
不
況
の
原
因
は
工
業
製
品
の
過
剰
生
産
・
飽
和
化

（
2
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
雇
用
創
出
が
安
定
成
長
を
も
た
ら
す

（
3
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
知
識
集
約
型
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
転
換

第
三
節

工
業
生
産
能
力
の
過
剰
化
・
飽
和
化
、
金
融
肥
大
化
が
危
機
の
原
因

（
1
）
過
剰
生
産
力
と
浪
費
の
抑
制
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（
2
）
生
活
様
式
の
転
換

第
四
節

公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
展
望

（
1
）
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
拡
大
の
幻
想

（
2
）
内
需
型
経
済
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
へ
の
展
望

第
二
章

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
の
政
策
の
展
開

第
一
節

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
の
政
策
の
変
遷

第
二
節

安
定
成
長
期
・
バ
ブ
ル
経
済
期

（
1
）
一
九
七
〇
年
代
後
半
〜
八
〇
年
代
前
半
…
…
「
地
方
の
時
代
」
の
観
点
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
策

（
2
）
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
バ
ブ
ル
経
済
期
…
…
東
京
一
極
集
中
是
正
の
た
め
に
戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
地
方
展
開

を
検
討

（
3
）
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
の
主
要
業
種
の
推
移

第
三
節

長
期
不
況
期

（
1
）
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
…
…
長
期
不
況
・
産
業
空
洞
化
の
な
か
で
の
起
業
・
雇
用
吸
収
の
場
と
し

て
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

（
2
）
二
〇
〇
六
年
以
降
…
…
成
長
力
強
化
・
上
げ
潮
路
線
の
な
か
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
向
上
戦
略
が
登
場

第
四
節

サ
ー
ビ
ス
産
業
政
策
の
転
換

（
1
）
国
策
対
応
型
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
政
策

（
2
）
内
需
型
経
済
へ
の
転
換
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興

第
三
章

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
…
…
本
誌
四
十
四
巻
四
号
掲
載
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第
四
章

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
評
価
は
ど
う
変
っ
て
き
た
か
…
…
次
号

第
五
章

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
も
た
ら
し
た
も
の
…
…
本
誌
四
十
五
巻
四
号

第
六
章

生
産
的
労
働
と
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
論
争
…
…
次
号

第
一
章

公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
生

先
進
諸
国
の
第
三
次
産
業
就
業
者
比
率
は
ほ
ぼ
七
割
台
に
た
っ
し
て
い
る
が
、
そ
の
拡
大
は
運
輸
通
信
業
に
始
ま
り
商
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
・
金
融
を
経
て
最
後
に
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
発
展
段
階
を
た
ど
っ
て
い
る
。
第
一
節
で
は
、
先
進
諸
国
と
比
し
て
わ
が
国
は

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
比
率
が
低
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
で
は
、
わ
が
国
の
長
期
不
況
の
原
因
を
工
業
製
品
の
過
剰
生
産
・
飽
和
化

に
求
め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
雇
用
と
需
要
の
創
出
が
安
定
成
長
を
も
た
ら
す
こ
と
を
主
張
す
る
。
第
三
節
で
は
、
工
業
生
産

能
力
の
過
剰
化
・
飽
和
化
そ
し
て
金
融
肥
大
化
に
現
代
社
会
の
危
機
の
原
因
を
求
め
、
過
剰
生
産
力
と
浪
費
の
抑
制
、
生
活
様
式
の
転

換
を
求
め
る
諸
説
を
概
観
す
る
。
第
四
節
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充＝

内
需
型
経
済
へ
の
展
望
を
検
討
す
る
。

第
一
節

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
わ
が
国
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
た
ち
お
く
れ

（
1
）
先
進
諸
国
の
三
次
産
業
就
業
者
比
率
は
七
割
台

日
本
の
三
次
産
業
就
業
者
比
率
は
一
九
七
〇
年
代
前
半
・
高
度
成
長
終
了
期
に
五
割
を
こ
え
、
八
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し

製
造
業
の
海
外
移
転
が
加
速
化
し
た
九
〇
年
代
前
半
に
六
割
に
た
っ
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
七
割
に
た
っ
し
た
。
米
国
で
は
、
す
で
に

一
九
五
〇
年
代
前
半
に
三
次
産
業
就
業
者
が
五
割
を
こ
え
、
七
〇
年
代
前
半
に
六
割
、
九
〇
年
に
七
割
、
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
に
は
八
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割
に
た
っ
し
て
い
る
。
総
務
省
『
世
界
の
統
計
』
で
主
要
諸
国
の
三
次
産
業
就
業
者
比
率
（
二
〇
〇
八
年
）
を
み
る
と
、
北
欧
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
西
欧
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
で

は
七
割
を
こ
え
て
お
り
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
も
七
割
を
こ
え
て
い
る
。

三
次
産
業
が
六
割
台
で
あ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ

コ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
国
に
続
い
て
三
次
産
業
が
五
割
台
に
た
っ
し
て
い

る
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ト
ル
コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
。

（
2
）
脱
工
業
化
の
到
達
点
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
は
『
脱
工
業
社
会
の
到
来
』（
一
九
七
三
年
、
内
田
忠
夫
他
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
の
第
二
章
で
、
工
業
化
社
会
で
は

財
貨
の
量
に
よ
っ
て
生
活
水
準
が
測
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
脱
工
業
社
会
で
は
教
育
、
医
療
、
芸
術
な
ど
生
活
の
質
が
生
活
水
準
の

尺
度
に
な
る
と
説
い
た
。
そ
し
て
脱
工
業
社
会
の
到
達
点
は
、
教
育
、
医
療
、
公
共
行
政
の
よ
う
な
生
活
と
社
会
の
質
の
向
上
を
目
的

と
し
た
共
同
的
性
格
の
サ
ー
ビ
ス
す
な
わ
ち
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
社
会
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第

三
次
産
業
の
拡
大
は
、
工
業
化
段
階
で
の
運
輸
通
信
業
の
拡
大
、
工
業
化
達
成
・
大
衆
消
費
社
会
実
現
段
階
で
の
商
業
の
拡
大
、
製
造

業
比
率
が
下
降
す
る
脱
工
業
段
階
で
の
金
融
保
険
不
動
産
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
拡
大
、
そ
し
て
最
後
の
段
階
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
拡
大
、
と
い
う
順
で
発
展
段
階
論
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
高
度
成
長
期
の
一
九
六
〇
年
代
に
運
輸
通
信
業
拡
大
、工
業
化
達
成
期
の
七
〇
年
代
に
商
業
拡
大
、八
〇
年
代
の
脱
工
業
・

バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
金
融
保
険
不
動
産
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
拡
大
が
著
し
く
、
そ
し
て
九
〇
年
代
以
降
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
顕
著

と
な
っ
た
。
わ
が
国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
就
業
者
比
率
は
一
九
九
〇
年
一
〇
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
五
％
へ
上
昇
し
た
〈
表
Ⅰ－

1
〉。
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だ
が
米
国
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
比
率
は
一

九
七
〇
年
に
一
五
％
に
た
っ
し
て
お
り
、
二
〇

〇
〇
年
に
は
二
割
を
こ
え
て
い
た〈
表
Ⅰ－

2
〉。

Ｗ
・
ロ
ス
ト
ウ
『
経
済
成
長
の
諸
段
階
』（
一

九
六
〇
年
、
木
村
健
康
他
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
は
、

社
会
発
展
を
伝
統
的
社
会→

離
陸
へ
の
過
渡
期

→

離
陸
期→

成
熟
へ
の
前
進→

高
度
大
衆
消
費

社
会
の
五
段
階
で
と
ら
え
た
。
こ
れ
は
、
工
業

化
達
成
・
大
衆
消
費
社
会
実
現
と
い
う
ダ
ニ
エ

ル
・
ベ
ル
の
発
展
段
階
論
の
第
二
段
階
ま
で
し

か
と
ら
え
き
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
第
三
次
産
業
拡
大
の
発
展
段
階
論
的

説
明

第
三
次
産
業
の
拡
大
は
工
業
化
段
階
で
の
生

産
補
助
部
門
と
し
て
の
運
輸
通
信
業
の
拡
大
か

ら
始
ま
る
。
米
国
で
は
一
九
世
紀
末
か
ら
工
業

化
が
始
ま
り
、
運
輸
通
信
公
益
事
業
就
業
者
は

一
九
〇
〇
年
七
％
か
ら
一
九
四
七
年
八
％
へ
上

〈表Ⅰ－1〉日本の第3次産業就業者構成比(%)

1955年 65年 75年 85年 1995年 2010年
製造業 17．5 24．4 24．9 23．9 21．1 16．8
第3次産業 35．5 43．7 51．8 57．3 61．8 70．0
運輸通信公益事業 5．2 6．6 6．9 6．6 6．7 6．5
商業 13．9 17．8 21．4 22．9 22．8 22．1
金融保険不動産業 1．6 2．4 3．3 3．8 4．2 3．9
サービス業 11．4 13．9 16．5 20．5 24．8 33．8

（うち公共サービス） 5．0 5．8 7．5 9．2 10．3 15．2
・公共サービス……医療、保健、福祉、廃棄物処理、教育研究、宗教他。「国勢調査」による。2010年は旧

分類へ組みかえ

〈表Ⅰ－2〉アメリカの第3次産業就業者構成比(%)

1900年 1947年 70年 1990年 2000年 2010年
製造業 21．7 30．0 26．4 18．0 14．7 10．1
第3次産業 32．3 49．1 62．4 72．1 75．4 80．2
運輸通信公益事業 7．2 8．0 6．8 6．9 7．2 7．0
商業 �

��
��

9．5
17．3 19．1 20．8 20．6 20．9

金融保険不動産業 3．4 5．0 6．8 6．5 6．7
サービス業 13．3 15．7 25．9 33．0 36．8 40．6

（うち公共サービス） 15．1 18．5 20．7 23．1
・公共サービス……教育、医療健康、社会事業、その他サービス。
・U. S. Bureau of Labor Statistics、Employment and Earnings，による。
・1900年、1947年は、ダニエル・ベル『脱工業社会の到来』（内田忠夫訳、上巻。ダイヤモンド社、1975年）、
177－179ページ、による。

・2010年は旧分類へ組みかえ。
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昇
し
、
こ
れ
以
後
は
低
下
し
て
ゆ
く
〈
表
Ⅰ－

2
〉。
日
本
で
は
運
輸
通
信
公
益
事
業
は
工
業
化
に
よ
る
高
度
成
長
が
開
始
さ
れ
た
一

九
五
五
年
五
％
か
ら
そ
の
終
了
時
で
あ
る
一
九
七
五
年
に
は
七
％
へ
上
昇
し
、
そ
れ
以
後
は
低
下
し
て
ゆ
く
〈
表
Ⅰ－

1
〉。
第
三
次

産
業
拡
大
の
第
二
段
階
は
、
工
業
化
が
達
成
さ
れ
大
衆
消
費
・
大
量
消
費
社
会
が
実
現
さ
れ
た
段
階
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
物
財
を

販
売
す
る
商
業
部
門
が
拡
大
す
る
。
米
国
で
は
一
九
〇
〇
年
に
商
業
は
一
割
未
満
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
に
は
一
七
％
に
達
し
、

七
〇
年
代
以
降
は
二
割
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
る
。
日
本
で
は
商
業
部
門
は
一
九
五
五
年
に
は
一
四
％
で
あ
っ
た
が
、
工
業
化
が
達
成
さ

れ
大
衆
消
費
社
会
と
な
っ
た
七
五
年
に
は
二
一
％
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
大
衆
消
費
を
支
え
る
ス
ー
パ
ー
が
小
売
業
の
主
役

と
な
っ
た
。
商
業
は
物
財
の
販
売
を
担
い
、
こ
れ
よ
り
前
に
拡
大
し
た
運
輸
通
信
業
は
物
財
生
産
を
補
助
す
る
部
門
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
工
業
・
物
財
生
産
の
発
展
に
伴
っ
て
拡
大
す
る
部
門
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
を
提
供
す
る
部
門
で
は
な
か
っ
た
。
本
格
的
な

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
次
の
段
階
で
始
ま
る
。
米
・
日
と
も
に
工
業
化
段
階
で
は
、
製
造
業
一
位
、
商
業
二
位
、
サ
ー
ビ
ス
業
三
位
の
順

と
な
っ
て
い
た
。

第
三
次
産
業
拡
大
の
第
三
段
階
は
、
工
業
部
門
の
比
重
低
下＝

脱
工
業
化
が
始
ま
り
、
金
融
部
門
と
サ
ー
ビ
ス
業
が
拡
大
す
る
段
階

で
あ
る
。
工
業
部
門
の
比
重
低
下
は
財
テ
ク
化
・
金
融
肥
大
化
を
も
た
ら
し
、
物
財
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
を
増
加
さ
せ
る
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
物
財
を
販
売
す
る
商
業
は
一
九
七
〇
年
に
は
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
業
に
追
い
抜
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
七
〇
年
代
前
半

に
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
製
造
業
を
上
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
製
造
業
が
七
〇
年
二
六
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年
一
五
％
へ
低
下
す
る
な
か
で
金

融
保
険
不
動
産
は
五
％
か
ら
七
％
へ
肥
大
化
し
た
。
日
本
で
は
、
一
九
九
〇
年
に
サ
ー
ビ
ス
業
が
商
業
を
上
回
り
、
九
〇
年
代
前
半
に

は
サ
ー
ビ
ス
業
は
製
造
業
を
上
回
る
第
一
位
の
産
業
と
な
る
。
製
造
業
は
七
五
年
二
五
％
を
ピ
ー
ク
に
低
下
を
始
め
る
。
日
本
で
は
金

融
の
肥
大
化
は
八
〇
年
代
の
み
で
あ
り
、
九
〇
年
代
以
降
は
縮
小
し
た
。
八
〇
年
代
の
日
本
で
は
経
済
の
バ
ブ
ル
化
と
レ
ジ
ャ
ー
産
業

の
拡
大
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

第
三
次
産
業
拡
大
の
第
四
段
階
は
、
教
育
・
医
療
・
福
祉
・
文
化
な
ど
生
活
の
質
の
向
上
を
担
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
拡
大
し
て

佐賀大学経済論集 第45巻第5号

138



ゆ
く
段
階
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
比
率
は
一
九
七
〇
年
で
す
で
に
一
五
％
あ
り
、
一
九
九
〇
年
に
は
一
八
・
五
％

で
製
造
業
を
上
回
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
割
を
こ
え
て
い
る
。
宮
本
憲
一
『
現
代
資
本
主
義
と
国
家
』〈
一
九
八
一
年
、
岩
波
書
店
〉
に

よ
れ
ば
、
軍
事
国
家
と
し
て
の
面
が
強
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
福
祉
国
家
と
し
て
の
面
も
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
で
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
比
率
は
二
〇
一
〇
年
一
五
％
に
高
ま
っ
た
が
、
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
そ
の
比
率
は
低
い
。
ダ
ニ
エ
ル
・

ベ
ル
に
よ
れ
ば
、
脱
工
業
社
会
で
は
医
療
・
教
育
・
文
化
な
ど
生
活
の
質
が
生
活
水
準
の
尺
度
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
第
四
段
階
が

脱
工
業
社
会
の
到
達
点
と
な
る
。

（
4
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
比
較
、
日
本
の
た
ち
お
く
れ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
『
ポ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
社
会
』（
一

九
八
四
年
、
小
倉
利
丸
訳
、
時
事
通
信
社
）
は
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
雇
用
吸
収

は
競
争
原
理
の
た
め
長
続
き
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
化
社
会
は
政
府
に
よ
る
所
得
再
分
配

を
と
お
し
て
非
営
利
部
門
・
公
共
部
門
の
雇
用
が
増
大
す
る
「
ポ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス

社
会
」
へ
転
化
す
る
、
と
説
く
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
『
労
働
統
計
年
鑑
』
で
み
る
と
、
米
国
・

英
国
は
製
造
業
就
業
者
は
一
割
ほ
ど
で
空
洞
化
が
す
す
み
金
融
保
険
業
が
肥
大
化
し

て
い
る
が
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
は
二
割
を
こ
え
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、西
欧
・

北
欧
諸
国
で
は
製
造
業
は
一
定
の
ウ
ェ
イ
ト
を
維
持
し
つ
つ
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
割
合

は
米
・
英
と
同
じ
く
高
い
。
日
本
と
イ
タ
リ
ア
は
製
造
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
高
い
が
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
比
率
は
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
低
く
な
っ
て
い
る
〈
表
Ⅰ－

3
〉。

宮
本
太
郎
『
生
活
保
障
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
北
欧
の
福
祉
国

〈表Ⅰ－3〉世界の産業構造（就業者数）
（構成比％）

製造業 金融保険業 教育医療福祉

デンマーク 15．1 3．1 25．7

フィンランド 17．2 2．0 21．4

フランス 14．1 3．1 18．9

オランダ 11．5 2．9 22．5

ドイツ 22．0 3．4 17．6

日本 18．4 2．6 13．9

イタリア 20．5 2．8 13．9

アメリカ 10．9 5．0 21．6

イギリス 12．0 4．3 21．5
総務省『世界の統計』2012
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家
は
職
業
訓
練
、
労
働
力
移
動
に
よ
る
雇
用
保
障
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
西
欧
諸
国
は
失
業
率
が
高
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
雇

用
と
社
会
保
障
を
緊
密
に
連
携
さ
せ
る
社
会
参
加
支
援
こ
そ
が
生
活
不
安
を
解
消
し
「
排
除
し
な
い
社
会
」
を
つ
く
る
鍵
で
あ
る
。
な

お
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
国
民
皆
保
険
制
度
が
な
く
人
口
の
二
割
近
く
は
無
保
険
者
で
あ
り
、
医
療
部
門
は
民
間
保
険
業
界

に
支
配
さ
れ
株
式
会
社
病
院
が
一
定
割
合
を
占
め
、
医
療
費
は
極
め
て
高
額
と
い
う
問
題
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

長
期
停
滞＝

生
産
能
力
過
剰
化
か
ら
の
脱
却
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
で

（
1
）
長
期
不
況
の
原
因
は
工
業
製
品
の
過
剰
生
産
・
飽
和
化

小
野
善
康
『
成
熟
社
会
の
経
済
学－
長
期
不
況
を
ど
う
克
服
す
る
か
』（
二
〇
一
二
年
、
岩
波
新
書
）
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
二
〇
年
に
わ

た
る
長
期
不
況
の
原
因
を
需
要
不
足
に
求
め
る
。
生
産
力
が
十
分
に
発
展
し
物
資
が
余
る
よ
う
に
な
る
と
、
需
要
が
慢
性
的
に
不
足
し

て
経
済
は
長
期
停
滞
に
陥
る
。
成
熟
社
会
の
段
階
で
は
、
健
康
、
環
境
、
文
化
な
ど
国
民
の
生
活
の
質
を
引
き
上
げ
る
分
野
で
需
要
を

つ
く
り
だ
し
、
税
金
で
集
め
た
財
政
資
金
を
投
じ
て
雇
用
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
小
野
氏
の
主
張
で
あ
る
。
物

財
・
工
業
製
品
の
生
産
能
力
は
す
で
に
需
要
を
上
回
る
飽
和
状
態
・
過
剰
生
産
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
電
気
製
品
・
自
動
車
は
世
界

的
な
過
剰
生
産
で
競
争
が
激
化
し
、
低
賃
金
の
新
興
諸
国
へ
の
生
産
移
転
、
低
価
格
化
が
す
す
み
、
先
進
諸
国
で
の
雇
用
減
・
失
業
増

と
賃
金
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

小
野
氏
に
よ
れ
ば
、
民
間
企
業
が
個
別
に
効
率
化
を
推
進
す
れ
ば
経
済
全
体
も
良
く
な
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
、
発
展
途
上
社
会
で

し
か
通
用
し
な
い
の
で
あ
り
、
先
進
諸
国
で
は
そ
れ
は
失
業
増
、
需
要
減
、
デ
フ
レ
の
悪
循
環
を
も
た
ら
す
の
み
で
あ
る
（
同
前
・
三

二－

三
七
ペ
ー
ジ
）。
成
熟
社
会
で
必
要
な
戦
略
は
、
採
算
を
度
外
視
し
て
で
も
、
社
会
的
に
は
役
立
つ
分
野
に
政
府
が
支
援
を
し
て
雇

用
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
（
同
・
八
八－

九
〇
ペ
ー
ジ
）。
増
税
に
よ
っ
て
財
源
を
確
保
し
、
健
康
、
介
護
、
保
育
、
環
境
、
観
光
、
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
政
府
主
導
で
需
要
を
掘
り
起
こ
し
雇
用
を
拡
大
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
安
定
的
な
経
済
成
長
を
達
成
し
、
税
収
増

と
財
政
健
全
化
に
つ
な
げ
る
（
同
・
七
一－

七
五
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
の
が
小
野
氏
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

佐
藤
拓
也
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
製
造
業
大
企
業
（
資
本
金
一
〇
億
円
以
上
）
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
生
産
能
力
過
剰
と
な
っ
て
お

り
、二
〇
〇
〇
年
以
降
は
さ
ら
に
生
産
能
力
の
削
減
へ
転
じ
て
い
る
。投
資
と
雇
用
を
抑
制
す
る
こ
と
で
利
潤
率
を
上
昇
さ
せ
る
パ
タ
ー

ン
に
転
じ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
国
内
需
要
は
停
滞
し
金
融
資
産
が
肥
大
化
し
て
い
る
（『
経
済
』
二
〇
一
一
年
六
月
号
掲
載
論
文
「
日
本
資

本
主
義
の
長
期
停
滞
」）。
二
〇
〇
〇
年
以
降
大
企
業
が
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
七
年
版
『
経
済
財
政
白
書
』

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
・
一
一
三
ペ
ー
ジ
）。

（
2
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
雇
用
創
出
が
安
定
成
長
を
も
た
ら
す

成
熟
社
会
に
な
る
と
生
産
能
力
が
拡
大
し
、
必
需
品
が
ゆ
き
わ
た
っ
て
需
要
が
不
足
す
る
か
ら
不
況
に
な
る
。
そ
の
解
決
に
は
、
民

間
企
業
で
は
採
算
が
と
れ
な
く
て
も
国
民
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
分
野
に
、
政
府
が
増
税
資
金
を
投
入
し
て
雇
用
を
つ
く

り
だ
す
べ
き
で
あ
る
（
小
野
、
同
前
・
二
四－

二
五
ペ
ー
ジ
）。
発
展
途
上
社
会
で
は
生
産
力
・
技
術
力
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
生
産
力

を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
働
き
、
消
費
を
抑
え
て
余
っ
た
資
金
を
生
産
設
備
の
拡
充
に
回
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
（
同
・
三
三－

三
七
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
に
対
し
成
熟
社
会
で
は
、
す
で
に
達
成
さ
れ
た
巨
大
な
生
産
力
を
生
活
の
質
向
上
へ
結
び
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
社
会
的
に
有
用
な
分
野
で
政
府
じ
し
ん
が
雇
用
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
や
ら
ね
ば
需

要
不
足
状
態＝

長
期
不
況
が
必
然
と
な
る
。

わ
が
国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
た
ち
遅
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
長
期
に
わ
た
る
需
要
不
足
、
長
期
に
わ
た
る

経
済
停
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
工
業
化
段
階
と
同
じ
よ
う
に
国
際
競
争
力
優
先
が
続
い
た
結
果
、
製
造
業
の
海
外
移
転
加
速
化＝

産

業
空
洞
化
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
失
業
増
加
、
非
正
規
雇
用
増
、
賃
金
低
下
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
巨
大
企
業
へ
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の
富
の
集
中
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
経
営
者
た
ち
は
億
円
を
超
え
る
年
収
を
得
て
お
り
、
自
由
と
平
等
を
否
定
す
る
前
近
代
社
会
・
中

世
へ
の
逆
戻
り
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
米
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
三
〇
年
間
で
上
位
一
％
層
の
家
計
所
得
シ
ェ
ア
が
八
％
か
ら

二
〇
％
近
く
へ
急
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
一
％
の
強
欲
に
対
す
る
九
九
％
の
反
抗
を
必
然
と
す
る
。

藻
谷
浩
介
『
デ
フ
レ
の
正
体
』（
二
〇
一
一
年
、
角
川
新
書
）
も
ま
た
、
日
本
経
済
の
長
期
デ
フ
レ
不
況
の
原
因
を
、
現
役
世
代
人
口（
生

産
年
齢
人
口
）
の
減
少
に
よ
る
需
要
不
足
に
求
め
る
。
そ
し
て
デ
フ
レ
対
策
と
し
て
、
若
者
へ
の
所
得
移
転
、
女
性
就
業
者
増
加
、
外

国
人
観
光
客
増
加
に
よ
る
需
要
の
追
加
・
掘
り
起
こ
し
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
需
要
が
向
か
う
支
出
先
の
変
化
す
な
わ
ち
産
業
構
造
の

変
化
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
物
財
へ
の
需
要
は
す
で
に
飽
和
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
不
足
し
て
い
る
の
は
生
活
の
質
の
向
上
を
担
う
健

康
、
介
護
、
教
育
、
環
境
、
文
化
、
防
災
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
採
算
を
度
外
視
し
て
で
も
供
給
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
公
共

部
門
・
非
営
利
団
体
に
適
し
た
分
野
で
あ
る
。
物
財
が
過
剰
生
産
・
飽
和
状
態
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
増
加
す
る
需
要
に
供
給
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
の
は
こ
れ
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
ら
分
野
に
人
材
と
資
金
を
回
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
税
収
増
加
に
よ
る
大
き
な
政
府
を
必
要
と
す
る
。
税
収
増
は
ま
ず
、
所
得
税
の
累
進
税
率
引
上
げ
、
資
産
所
得
課
税
強
化
な
ど
富

裕
層
の
負
担
強
化
と
利
益
剰
余
金
が
累
積
し
た
巨
大
企
業
へ
の
法
人
税
課
税
強
化
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
知
識
集
約
型
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
転
換

柴
垣
和
夫
氏
は
、
先
進
諸
国
製
造
業
の
新
興
諸
国
へ
の
移
転
と
い
う
産
業
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
資
本
の
国
際
移
動
を
通
じ
て
労
働
市

場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
現
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
応
し
て
日
本
は
、
輸
出
型
機
械
工
業
中
心
の
産
業
構
造
か
ら

知
識
集
約
型
サ
ー
ビ
ス
産
業
中
心
の
そ
れ
へ
と
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
く
（
立
命
館
『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
二
二
号
、
二
〇
一
一

年
、「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
経
済
の
課
題
」）。
先
端
技
術
関
連
の
素
材
・
部
品
・
製
品
の
開
発
と
生
産
は
維
持
し
つ
つ
、
基
本
的
に

は
製
造
業
を
直
接
投
資
の
形
で
新
興
諸
国
に
移
転
し
、
労
働
集
約
的
で
か
つ
知
識
集
約
化
の
可
能
性
に
富
む
医
療
健
康
、
介
護
、
教
育
、
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美
容
、
芸
術
、
観
光
な
ど
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
特
化
し
、
併
せ
て
科
学
技
術
・
学
問
・
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
注
力
し
て
、「
一

億
総
知
識
人
社
会
」
の
建
設
を
め
ざ
す
べ
し
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
部
門
の
担
い
手
と
し
て
は
、
国
、
自
治
体
と
と
も
に
協
同
組
合
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
企
業
な
ど
の
中
間
組
織
が
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
民
間
資
本
の
海
外
投
資
収
益
の
税
制
を
通
じ
た
還
元
が
そ
の
前

提
に
な
る
、
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

先
進
諸
国
の
な
か
で
わ
が
国
は
例
外
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
新
興
諸
国
へ
の
製
造
業
移
転
と
い

う
産
業
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
構
造
転
換
が
た
ち
お
く
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
先
進
諸

国
の
な
か
で
は
例
外
的
に
日
本
の
み
が
長
期
停
滞
に
あ
る
こ
と
の
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
、
と
い
え
る
。
佐
伯
啓
思
『
経
済
学
の
犯
罪－

稀
少
性
の
経
済
か
ら
過
剰
性
の
経
済
へ－

』（
二
〇
一
二
年
、
講
談
社
）
の
主
張
も
小
野
氏
の
主
張
に
類
似
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節

工
業
生
産
能
力
の
過
剰
化
・
飽
和
化
、
金
融
肥
大
化
が
危
機
の
原
因

（
1
）
過
剰
生
産
力
と
浪
費
の
抑
制

製
造
業
で
の
生
産
能
力
過
剰
化
は
産
業
の
金
融
化
・
金
融
の
肥
大
化
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
倍
で

あ
っ
た
世
界
の
金
融
資
産
は
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
三
倍
を
超
え
る
ま
で
に
肥
大
化
し
た
（
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
『
金
融
が
乗
っ
と
る
世
界
経

済
』
中
公
新
書
・
二
〇
一
一
年
）。
余
剰
な
資
金
と
労
働
力
を
公
共
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
充
実
へ
と
ふ
り
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
原
丈
人
『
新

し
い
資
本
主
義
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
・
二
〇
〇
九
年
）
は
、
今
回
の
金
融
危
機
の
背
景
に
は
Ｉ
Ｔ
産
業
の
成
熟
化
に
よ
っ
て
資
金
が
過
剰

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
み
る
。
Ｄ
・
コ
ー
テ
ン『
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
い
う
怪
物
』（
一
九
九
六
年
、
西
川
潤
訳
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

東
京
）
は
、
製
造
業
生
産
能
力
の
過
剰
化
・
巨
大
化
は
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
よ
る
世
界
支
配＝

企
業
帝
国
主
義
、
資
源
浪
費
と
環

境
破
壊
、
民
主
主
義
の
衰
退
、
投
機
化
し
た
略
奪
的
金
融
シ
ス
テ
ム
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
は
は
て
し
な
き
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コ
ス
ト
切
下
げ
競
争
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
ジ
リ
貧
の
生
存
競
争
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
。
Ｌ
・
Ｃ
・
サ
ロ
ー『
資
本
主
義
の
未
来
』

（
一
九
九
六
年
、
山
岡
洋
一
訳
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
規
制
も
税
金
も
賃
金
も
少
な
い
ほ
う
に
資
本
は
移
動
し
、

こ
れ
ら
の
引
き
下
げ
へ
向
け
て
の
競
争
（
低
位
平
準
化
）
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
各
国
政
府
を
支
配

し
民
主
主
義
が
空
洞
化
す
る
、
と
指
摘
し
た
。
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
対
す
る
国
際
レ
ベ
ル
で
の
規
制
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

諸
資
本
間
の
競
争
の
強
制
法
則
は
あ
く
な
き
生
産
拡
大
を
必
然
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
に
は
生
産
力
抑
制
シ
ス
テ
ム
が
不

可
避
で
あ
る
。

成
瀬
龍
夫
『
生
活
様
式
の
経
済
理
論
』（
一
九
八
八
年
、
御
茶
の
水
書
房
）
は
、
現
在
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
個
人

主
義
的
生
活
様
式
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
共
同
消
費
の
充
実
に
支
え
ら
れ
た
共
同
的
な
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
転
換
を
説

く
。
具
体
的
に
は
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
公
共
住
宅
、
公
共
交
通
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
拡
充
で
あ
り
、
生
活
様
式
を
個
人
主

義
的
な
も
の
か
ら
共
同
的
な
も
の
へ
転
換
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
浪
費
の
抑
制
と
公
共
性
を
有
す
る
分
野
へ
の
大
資
本
参

入
の
抑
止
を
求
め
る
主
張
も
み
ら
れ
た
。
馬
場
宏
二
『
富
裕
化
と
金
融
資
本
』（
一
九
八
六
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
は
、
先
進
諸
国
に
お

け
る
高
度
大
衆
消
費
社
会
化
す
な
わ
ち
大
衆
的
富
裕
社
会
化
の
帰
結
は
、
環
境
破
壊
、
資
源
浪
費
、
人
間
疎
外
で
あ
っ
た
、
と
み
る
。

内
橋
克
人
『
浪
費
な
き
成
長
』（
光
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
節
約
と
成
長
が
両
立
す
る
「
理
念
型
経
済
」
が
二
一
世
紀
の
流
れ
で
あ
る

と
強
調
す
る
。

（
2
）
生
活
様
式
の
転
換

𠮷
野
正
治
『
あ
た
ら
し
い
ゆ
た
か
さ－

現
代
生
活
様
式
の
転
換
』（
一
九
八
四
年
、
連
合
出
版
）
は
、
資
本
主
義
が
も
た
ら
し
た
浪
費
、

人
間
と
自
然
の
破
壊
へ
の
批
判
か
ら
、
生
活
様
式
の
転
換
に
社
会
変
革
の
手
が
か
り
を
求
め
、
社
会
の
発
展
史
を
、
農
業
中
心
の
伝
統

的
社
会→

工
業
化
に
よ
る
資
本
主
義
的
な
「
消
費
社
会
」→

生
活
者
が
主
体
と
な
る
「
生
活
社
会
」
と
と
ら
え
る
。
𠮷
野
氏
に
よ
れ
ば
、
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現
代
の
大
量
消
費
社
会
は
、
つ
く
り
す
ぎ
、
働
き
す
ぎ
と
浪
費
の
文
化
で
あ
り
、
外
部
化
さ
れ
た
生
活
を
で
き
る
だ
け
家
庭
の
な
か
に

と
り
も
ど
す
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
資
本
主
義
を
こ
え
た
生
活
者
主
体
の
生
活
社
会
（
簡
素
な
生
活
と
ゆ
と
り
の

社
会
）
の
実
現
が
可
能
と
な
る
、
の
で
あ
る
。
阿
部
照
男
『
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
』（
一
九
八
七
年
、
新
評
論
）
も
、
資
本
に
包

摂
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
内
労
働＝

不
生
産
的
労
働
こ
そ
が
資
本
主
義
的
生
産
の
倒
錯
性
（
手
段
の
目
的
化－

生
産
の
た
め
の
生
産
）
を

批
判
す
る
立
脚
点
で
あ
る
、
と
み
る
。

三
浦
展
『
第
四
の
消
費－

つ
な
が
り
を
生
み
出
す
社
会
へ
』（
二
〇
一
二
年
、
朝
日
新
書
）
は
、
わ
が
国
の
消
費
社
会
を
、
大
正
・
昭
和

初
期
の
大
都
市
中
流
階
級
に
限
定
さ
れ
た
第
一
段
階
、
戦
後
か
ら
石
油
危
機
ま
で
の
大
衆
消
費
社
会
が
実
現
さ
れ
た
第
二
段
階
、
消
費

の
単
位
が
家
族
か
ら
個
人
へ
と
な
っ
た
石
油
危
機
以
降
低
成
長
時
代
の
第
三
段
階
に
区
分
す
る
。
そ
し
て
人
口
減
少
、
非
正
規
雇
用
増

加
が
す
す
ん
だ
二
〇
〇
五
年
以
降
の
現
在
を
第
四
段
階
に
区
分
し
、
個
人
重
視
か
ら
社
会
重
視
へ
、
私
有
財
か
ら
シ
ェ
ア
（
共
有
）
志

向
へ
、
物
か
ら
人
間
的
サ
ー
ビ
ス
へ
、
大
都
市
志
向
か
ら
地
方
志
向
へ
の
転
換
が
生
じ
て
い
る
、「
つ
な
が
り
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

人
間
生
活
に
お
い
て
経
済
活
動
は
あ
く
ま
で
も
「
手
段
」
で
あ
り
、「
目
的
」
は
人
間
そ
の
も
の
の
成
長
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
描

い
た
「
自
由
の
王
国
」（『
資
本
論
』
三
巻
四
八
章
）
と
は
、
生
産
力
の
高
度
な
発
展＝

自
由
時
間
の
増
大
を
基
礎
に
人
間
の
力
の
発
展

が
自
己
目
的
と
さ
れ
る
社
会
発
展
段
階
で
あ
っ
た
。
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
も
『
経
済
学
原
理
』（
一
八
四
八
年
）
の
な
か
で
、
資
本
主
義
の
行

き
つ
く
と
こ
ろ
は
ゼ
ロ
成
長
の
「
静
止
状
態
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
進
歩
の
停
止
で
は
な
く
、
む
し
ろ
物
質
的
生
産
（
手
段
）
を
土
台

と
し
て
の
文
化
や
道
徳
な
ど
の
面
で
の
社
会
的
進
歩
（
目
的
）
の
達
成
が
可
能
に
な
る
時
代
の
到
来
と
み
な
し
た
。
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン

ズ
も
「
我
々
の
孫
た
ち
が
も
つ
経
済
的
可
能
性
」（
一
九
三
一
年
）
と
い
う
論
文
の
な
か
で
、
遠
か
ら
ず
物
質
的
生
活
の
問
題
が
あ
ま
り

大
き
な
比
重
を
占
め
な
い
時
代
が
到
来
し
、
そ
こ
で
は
手
段
よ
り
も
目
的
が
尊
重
さ
れ
、
有
用
な
も
の
よ
り
も
善
い
も
の
が
選
択
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
、
と
説
い
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
工
業
化
が
終
っ
た
あ
と
に
は
人
間
そ
の
も
の
の
成
長
が
自
己
目
的
と
さ
れ
る
段
階
が
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到
来
す
る
、
と
い
う
予
測
で
あ
る
。

第
四
節

公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
展
望

（
1
）
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
拡
大
の
幻
想

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
長
期
停
滞
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
よ
る
内
需
主
導
型
成
長
へ
の
転
換
が
必
要

で
あ
る
が
、
こ
の
転
換
の
方
向
が
示
さ
れ
た
の
は
鳩
山
内
閣
・
菅
内
閣
が
作
成
し
た『
新
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
九－

一
〇
年
に
作
成
）

が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
小
泉
内
閣
時
代
に
は
、「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
緊
縮
政
策
が
進
め
ら
れ
、
雇
用

縮
小
を
穴
埋
め
す
る
も
の
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
部
門
五
三
〇
万
人
雇
用
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
制
緩
和
に
よ

る
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
雇
用
吸
収
と
い
う
幻
想
を
説
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
小
泉
内
閣
時
代
の
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
六
年

に
サ
ー
ビ
ス
業
雇
用
は
一
七
八
一
万
人
か
ら
一
九
六
八
万
人
へ
一
八
七
万
人
増
加
し
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
は
目
標
の
三
分
の
一
に
と
ど

ま
っ
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
九
年
に
は
二
一
五
九
万
人
と
な
り
、
二
〇
〇
一－

〇
九
年
に
三
七
八
万
人
増
と
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
〇
一
年
七
八
〇
万
人
か
ら
〇
九
年
一
〇
一
一
万
人
へ
二
三
一
万
人
増
と
最
大
の
伸
び
で
あ
る
〈
表
Ⅰ－

4
〉。
こ
の
間
の
サ
ー
ビ

ス
部
門
雇
用
増
の
六
割
強
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
福
祉
、
教
育
、
各
種
団
体
な
ど
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
小
さ
な
政
府
」
と

市
場
競
争
原
理
を
志
向
し
た
公
共
部
門
抑
制
策
の
な
か
で
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
大
は
不
可
避
の
も
の
と
し
て
進
展
し
た
。
こ
れ
は
わ

が
国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
、
ま
だ
低
位
水
準
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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（
2
）
内
需
型
経
済
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
へ
の
展
望

「
新
成
長
戦
略
」（
〇
九－

一
〇
年
に
作
成
）
は
、
世
界
大
不
況
の
到
来
を
背
景
に
従
来
の
輸
出
主
導
型
か
ら
内
需
主
導
型
へ
の
転
換

を
説
い
た
。
そ
れ
は
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
の
原
因
を
膨
大
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
、
需
要
不
足
に
求
め
、
医
療
・
介
護
、
環
境
、
観
光
の

三
大
分
野
で
の
需
要
の
顕
在
化
で
雇
用
を
創
出
し
、
内
需
型
成
長
へ
転
換
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
最
大
の
成
長
分
野
は
医
療
・
介
護
・

健
康
関
連
分
野
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
雇
用
創
出
規
模
は
、
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
健
康
関
連
）
で
二
八
四
万

人
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
）
で
一
四
〇
万
人
、
観
光
立
国
で
五
六
万
人
、
と
さ
れ
た
（
本
誌
、

四
三
巻
三
号
の
拙
論－

『
新
成
長
戦
略
』
の
検
討－

参
照
）。野

田
内
閣
『
経
済
社
会
ビ
ジ
ョ
ン－

や
せ
が
ま
ん
か
ら
価
値
創
造
の
経
済
社
会
へ
』

（
二
〇
一
二
年
、
産
業
構
造
審
議
会
、
新
産
業
構
造
部
会
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
価
格
競
争
激
化
、
デ
フ
レ
、
所
得
低
下
、
内
需
停
滞

と
い
う
「
縮
小
の
連
鎖
」
が
継
続
す
る
「
や
せ
が
ま
ん
の
経
済
」
で
あ
り
、
縮
小
均
衡
・

じ
り
貧
の
悪
循
環
が
続
い
た
。
そ
れ
は
、
国
内
需
要
は
「
物
質
的
豊
か
さ
」
か
ら
「
成

熟
し
た
豊
か
さ
」
の
追
求
へ
と
転
換
し
て
お
り
、
潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
し
新
た
な
内

需
型
産
業
を
拡
大
す
べ
し
、と
説
い
た
。そ
れ
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、新
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
人
材
育
成
、
デ
ザ
イ
ン
・
設
計
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
）
で

二
〇
〇
万
人
、医
療
・
介
護
で
一
七
〇
万
人
、対
個
人
サ
ー
ビ
ス（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
伝
統
工
芸
、
観
光
な
ど
ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
産
業
）
で
一
〇
〇
万

人
の
雇
用
増
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
で
二
〇
〇
万
人
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
で
一
七
〇
万
人
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
で
一
〇
〇
万
人
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
計
で
四
七
〇

〈表Ⅰ－4〉サービス産業従業者数の推移（万人）

1991年 2001 2009
生活関連サービス 159 178 186
余暇関連サービス 241 253 258
対企業サービス 457 569 705

情報関連 127 147 181�
�
�
�
�

専門サービス 110 122 130
その他 220 300 394

公共サービス 627 780 1011
サービス産業計 1484 1781 2159

「事業所統計」「経済センサス」より作成
分類基準は、44巻4号掲載の拙論165ページ〈表11〉をみよ。
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万
人
分
の
雇
用
増
を
み
こ
ん
で
い
る
。

だ
が
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
推
移
を
概
観
し
た
第
三
章
で
み
る
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
長
期
不
況
の
な
か
で
、
生
活
関

連
・
余
暇
関
連
の
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
は
横
ば
い
と
な
り
、
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
専
門
サ
ー
ビ
ス
は
横
ば
い
と
な
っ
て
コ
ス
ト
削

減
を
担
う
代
行
型
業
種
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
〈
表
Ⅰ－

4
〉。
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
と
し
て
期
待
で
き
る
の
は
医
療
・
老
人
福
祉
を

中
心
と
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
あ
り
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
上
回
る
雇
用
増
を
達
成
す
る
と
の
予
測
は
現
実
離

れ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
で
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
二
〇
〇
万
人
の
雇
用
増
と
い
う
の
は
派
遣
労
働
者
の
急
増
に

よ
っ
て
し
か
実
現
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
を
内
需
型
の
安
定
成
長
経
済
へ
転
換
さ
せ
る
た
め
に
は
ま
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門

を
先
進
諸
国
並
み
の
就
業
者
比
率
二
〇
％
へ
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
現
在
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇
万
人
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
雇
用
を
三
〇
〇
万
人
増
や
し
て
一
三
〇
〇
万
人
と
す
べ
き
で
あ
る
。
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第
二
章

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
の
政
策
の
展
開

前
章
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
内
需
型
経
済
へ
の
転
換
が
日
本
経
済
再
生
へ
の
道
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
戦
後
日
本
の

経
済
・
産
業
政
策
は
輸
出
競
争
力
優
先
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
中
央
集
中
、
貿
易
ま
さ
つ
、
産
業
空
洞
化
な
ど
の
問
題
を

処
理
す
る
手
段
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
か
ん
す
る
地
方
展
開
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
雇
用
吸
収
・
起
業
、
生
産
性
向
上
と
い
う
政
府

の
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
時
々
の
国
策
に
対
応
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に

か
ん
す
る
政
策
は
系
統
性
・
一
貫
性
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
成
功
し
な
か
っ
た
。公
共
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
に
よ
る
内
需
型
成
長
へ
の
転
換
が
説
か
れ
た
の
は
鳩
山
内
閣
（
二
〇
〇
九
年
）
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
わ

が
国
で
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
か
ん
す
る
政
策
展
開
を
概
括
す
る
。

第
一
節

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
の
政
策
の
変
遷

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
わ
が
国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
雇
用
吸
収
の
受
け
皿

と
な
っ
て
き
た
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
従
業
者
（
事
業
所
統
計
、
経
済
セ
ン
サ
ス
）
は
、
一
九
七
二
年
七
七
六
万
人
か
ら
二
〇
〇
九
年
二
一

五
九
万
人
へ
三
倍
近
く
に
急
増
し
た
の
で
あ
る
が
、
製
造
業
は
七
二
年
一
三
三
四
万
人
か
ら
九
一
年
一
四
一
〇
万
人
へ
増
加
し
た
の
ち

海
外
移
転
が
す
す
み
、
二
〇
〇
九
年
は
九
八
三
万
人
へ
縮
小
し
た
。
金
融
保
険
業
は
七
二
年
一
四
二
万
人
か
ら
八
〇
年
代
バ
ブ
ル
期
を

へ
て
九
一
年
は
二
〇
九
万
人
へ
増
加
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
て
二
〇
〇
九
年
は
一
五
九
万
人
へ
縮
小
し
た
。
建
設
業
は
七
二
年
四

〇
五
万
人
か
ら
九
六
年
五
七
七
万
人
へ
増
加
し
た
が
、
公
共
事
業
削
減
に
よ
り
二
〇
〇
九
年
は
四
三
二
万
人
へ
縮
小
し
た
。

わ
が
国
で
は
製
造
業
、
流
通
産
業
、
建
設
業
な
ど
主
要
業
種
に
つ
い
て
年
代
ご
と
に
通
産
省
、
建
設
省
な
ど
に
よ
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
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が
作
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
は
政
府
に
よ
る
系
統
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は

作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
の
産
業
政
策
・
中
小
企
業
政
策
・
地
域
政
策
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
登
場

す
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
す
な
わ
ち
三
次
産
業
就
業
者
が
過
半
と
な
っ
た
時
期
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
期
か
ら
国
、
地
方
自
治
体
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
調
査
・
研
究
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
わ
が
国
経
済
・
産
業
の
変
化
を
踏
ま
え
た
時
期
区
分
に
そ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
に
か
ん
す
る
政
策
の
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
そ
の
時
々
の
国
策
に
対
応
す
る
た
め
の

手
段
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
生
活
の
充
実
を
目
標
に
据
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
系
統
的

な
政
策
は
な
く
、
い
ず
れ
も
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
の
政
策
展
開
を
、
以
下
の
時
期
区
分
で
概
括
す
る
。
第
一
は
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
。
高
度
成
長
の
終
焉
、
安
定
成
長
へ
の
転
換
の
な
か
、

「
地
方
の
時
代
」
の
観
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
策
が
検
討
さ
れ
た
時
期
。
第
二
は
、
一
九
八
〇
年

代
後
半
。
バ
ブ
ル
経
済
の
な
か
、
東
京
一
極
集
中
是
正
の
た
め
戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
地
方
展
開
策

が
検
討
さ
れ
た
時
期
。こ
の
時
期
は
、貿
易
ま
さ
つ
解
消
の
た
め
の
内
需
拡
大
策
の
一
環
と
し
て
リ
ゾ
ー

ト
開
発
も
進
め
ら
れ
た
。
第
三
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期

不
況
・
産
業
空
洞
化
の
な
か
で
、
起
業
・
雇
用
吸
収
の
場
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
注
目
さ
れ
た
時
期
。

第
四
は
、
二
〇
〇
六
年
以
降
。
小
泉
内
閣
の
構
造
改
革
が
終
了
し
、
成
長
力
強
化
・
上
げ
潮
路
線
の
な

か
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
向
上
戦
略
が
登
場
し
た
時
期
。
な
お
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
従
業
者
数
（
機
能
別
分
類
）
推
移
を
〈
表
2－
1
〉
に
示
し
て
お
く
。

〈表2－1〉サービス産業機能別従業者数推移（万人）
「事業所統計」、「経済センサス」による

1972年 1986年 1991年 2001年 2006年 2009年
生活関連サービス 109 142 159 178 177 185
余暇関連サービス 115 186 241 253 245 258
企業関連サービス 203 343 457 569 645 705
公共サービス 349 561 627 780 901 1011
サービス産業計 776 1232 1484 1781 1968 2159
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第
二
節

安
定
成
長
期
・
バ
ブ
ル
経
済
期

（
1
）
一
九
七
〇
年
代
後
半
〜
八
〇
年
代
前
半
…
…
「
地
方
の
時
代
」
の
観
点
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
策

高
度
成
長
が
終
わ
り
、
三
全
総
、
定
住
圏
構
想
（
一
九
七
七
年
）
な
ど
安
定
成
長
へ
の
転
換
期
と
な
り
、「
地
方
の
時
代
」、
地
域
づ

く
り
の
観
点
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
が
説
か
れ
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
調
査
・
分
析
が
本
格
化
し
た
。
大
平
内
閣
「
新
経
済
社

会
五
ヵ
年
計
画
」（
一
九
七
六
年
）
は
日
本
型
福
祉
社
会
構
想
、
田
園
都
市
国
家
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
時
期
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

は
〈
表
2－

1
〉
で
み
る
よ
う
に
、
生
活
関
連
、
余
暇
関
連
、
企
業
関
連
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
い
ず
れ
も
順
調
な
成
長
を
た
ど
っ
た
。
こ

の
時
期
に
は
、わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
主
要
業
種
の
実
態
を
と
り
ま
と
め
た
最
初
の
体
系
的
著
作
で
あ
る
国
民
金
融
公
庫『
日
本
の
サ
ー

ビ
ス
産
業
』
全
四
巻
（
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
レ
ジ
ャ
ー
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
一
九
八
〇

－

八
一
年
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
事
業
団
『
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
の
現
状
と
課
題
』（
一
九
八
四
年
）
は
、
主
要
一
〇
業
種

の
業
界
構
造
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
関
係
を
分
析
し
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
両
極
化
、
少
数
大
企
業
へ
の
売
上
高
集
中
を
指

摘
し
た
。

地
域
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
調
査
は
、
東
京
都
労
働
経
済
局
（
一
九
七
九－

八
一
年
）、
国
民
経
済
研
究
協
会
に
よ
る
首
都
圏
対
象
の
調

査
（
一
九
八
一－

八
五
年
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
山
岸
正
『
最
新
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
情
』（
日
本
能
率
協
会
、
一
九
八
五
年
）
が
出
版

さ
れ
た
。
そ
れ
は
企
業
関
連
、
余
暇
関
連
の
成
長
型
サ
ー
ビ
ス
業
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
チ
ェ
ー
ン
化
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
大
資
本
の
シ
ェ
ア
増
大
と
中
央
集
中
化
を
予
測
し
た
。
こ
れ
は
現
在
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
見
通
し
た
卓
見
で

あ
っ
た
。
首
都
圏
以
外
で
も
大
阪
府
、
神
戸
市
、
北
九
州
市
、
中
四
国
地
方
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
土
庁
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
時
代
の
地
域
戦
略
』（
一
九
八
一
年
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
階
次
は
そ
れ
が
立
地
す
る
都
市
の
人
口
規
模
に

比
例
す
る
と
い
う
「
中
心
地
理
論
」
に
依
拠
し
、
都
市
の
階
層
・
人
口
規
模
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
育
成
が
現
実
的
で
あ
る
、
と
主
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張
し
て
い
た
。

こ
の
段
階
の
定
住
構
想
、
日
本
型
福
祉
社
会
構
想
、
田
園
都
市
国
家
構
想
は
、
低
成
長
経
済
へ
の
転
換
の
な
か
当
時
す
で
に
登
場
し

て
い
た
新
自
由
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
譲
志
向
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的

検
討
と
し
て
は
、
日
本
経
済
研
究
所
『
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
』（
総
合
研
究
開
発
機
構
、
一
九
八
〇
年
）、
国
土
庁
『
社
会
的
サ
ー
ビ
ス

と
地
域
政
策－
二
十
一
世
紀
へ
の
選
択
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
（
詳
細
に
は
、
飯
盛
『
経
済
政
策
と
第
三
次
産
業
』
一
九
八
七
年
、

同
文
舘
、
四
章
を
参
照
）。

（
2
）
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
バ
ブ
ル
経
済
期
…
…
東
京
一
極
集
中
是
正
の
た
め
に
戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
地
方
展
開
を
検
討

バ
ブ
ル
経
済
化
の
な
か
東
京
一
極
集
中
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
四
全
総
は
そ
の
是
正
（
多
極
分
散
型
国
土
形
成
）
を
説
い
た
。
竹

下
内
閣
「
経
済
運
営
五
ヵ
年
計
画
」（
一
九
八
八
年
）
は
、
従
来
の
工
場
誘
致
型
開
発
の
限
界
を
ふ
ま
え
、
ハ
イ
テ
ク
・
先
端
的
サ
ー

ビ
ス
の
都
市
型
産
業
の
展
開
が
み
こ
ま
れ
る
地
方
中
枢
都
市
を
核
と
す
る
広
域
経
済
圏
（
九
州
、
北
海
道
他
）
の
戦
略
的
育
成
を
説
い

た
。
こ
の
時
期
は
、
高
度
な
戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
情
報
サ
ー
ビ
ス
他
）
の
地
方
展
開
が
中
央
集
中
是
正
・
地
方
圏
振
興
の
カ
ギ
と

み
な
さ
れ
、
そ
の
地
方
展
開
可
能
性
が
盛
ん
に
調
査
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
展
開
は
中
央
集
中
の
強
化
で
あ
っ
た
（
飯
盛

『
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
展
開
』
一
九
九
〇
年
、
同
文
舘
、
八
章
）。
ま
た
こ
の
時
期
、
貿
易
ま
さ
つ
回
避
・
内
需
拡
大
の
た
め
大
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発

が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
過
剰
投
資
の
結
果
そ
の
多
く
は
経
営
破
綻
に
陥
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
期
に
家
計
の
レ
ジ
ャ
ー
支
出
が

伸
び
た
の
は
上
位
五
分
の
一
の
階
層
で
あ
り
、中
間
層
は
教
育
費
負
担
・
住
宅
ロ
ー
ン
負
担
が
増
加
し
て
い
た（『
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
展
開
』

六
章
、
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』
一
九
九
三
年
、
同
文
舘
、
三
章
）。

戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
地
方
展
開
可
能
性
を
分
析
し
た
研
究
・
調
査
と
し
て
は
、
産
業
立
地
研
究
所
『
経
済
の
ソ
フ
ト
化
・
サ
ー

ビ
ス
化
に
対
応
し
た
地
域
振
興
の
あ
り
方
に
か
ん
す
る
調
査
研
究
』（
一
九
八
七
年
）、
社
会
工
学
研
究
所
『
産
業
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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調
査－

新
し
い
産
業
の
地
方
展
開
に
か
ん
す
る
調
査
』（
一
九
八
八
年
）、
国
土
庁
計
画
・
調
整
局
『
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
企
業
活

動
の
状
況
と
都
市
の
構
造
な
ど
に
か
ん
す
る
調
査
』（
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
調
査
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
立
地
は
人
口

規
模
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
「
中
心
地
理
論
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
企
業
関
連
の
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
の
立
地
は
、
む
し
ろ
中
枢

管
理
機
能
の
集
積
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
枢
管
理
機
能
中
央
集
中
の
変
更
が
な
け
れ
ば
、
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
の
中
央
集
中
は

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
都
労
働
経
済
局
『
東
京
に
お
け
る
産
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
実
態
調
査
』（
一
九
八
六
年
）
は
企

業
関
連
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
都
心
三
区
、
山
の
手
四
区
へ
の
集
中
立
地
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
バ
ブ
ル
関
連
余
暇
サ
ー
ビ
ス
業
は
大
き
く
伸
び
、
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
中
央
集
中
が
強
ま
り
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
急

成
長
と
小
経
営
が
多
い
専
門
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
伸
び
も
み
ら
れ
た
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
す
で
に
飽
和
状
態
で
横
ば
い
と
な
っ
て

い
た
〈
表
2－

1
〉。
こ
の
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
中
心
地
理
論
は
、
消
費
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
立
地
を
説
明
す
る
の
に
は
有
効
で

あ
る
が
、
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
立
地
は
地
域
の
産
業
構
造
特
性
と
中
枢
管
理
機
能
の
集
積
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
人
口
百
万
人

の
北
九
州
市
は
広
告
業
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
機
能
は
弱
く
、
川
崎
市
は
広
告
業
の
機
能
は
弱
い
。
鶴
丸
岩
男
氏
は
、
企
業
関
連
サ
ー

ビ
ス
の
立
地
特
性
を
地
域
の
産
業
構
造
特
性
と
中
枢
管
理
機
能
集
積
か
ら
解
明
す
る
た
め
に
回
帰
分
析
を
実
施
し
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

リ
ー
ス
業
、
広
告
業
等
は
、
本
社
機
能
、
金
融
保
険
業
、
商
社
と
の
相
関
が
強
い
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
た
（
鶴
丸
岩
男
「
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
立
地
特
性
に
つ
い
て
」、『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
四
一
巻
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
3
）
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
の
主
要
業
種
の
推
移

「
事
業
所
統
計
」
に
よ
っ
て
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
な
か
で
従
業
者
が
五
万
人
を
こ

え
る
主
要
業
種
（
小
分
類
）
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
〈
表
2－

2
〉。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
洗
濯
、
理
美
容
浴
場
業
、
写
真
業

は
伝
統
的
業
種
で
あ
り
、
旅
行
業
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
五
万
人
を
こ
え
る
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〈表2－2〉サービス業主要業種（従業者5万人以上）の従業者数（万人）
1972－91年「事業所統計」による

1972年 78年 81年 86年 91年

生
活
関
連

理容業 ㉗ ㉗
美容業 ㉓ 33 40
写真業 ⑥ ⑩
洗濯業 ㉒ ㉚

リネンサプライ⑥ ⑧
旅行業⑦ ⑫

余
暇
関
連

旅館・ホテル 49 60 77
競輪・競馬 ⑦ ⑧
遊戯場 ⑬ ㉕ 33

学習塾⑧ ㉖
個人教授所⑭ ㉓

ゴルフ場⑫ ⑳
その他物品賃貸⑦ ⑫

企
業
関
連

情報サービス ⑤ ⑯ 34 65
新聞業 ⑨ ⑨
出版業 ⑥ ⑩
協同組合 42 43
公認会計士・税理士 ⑥ ⑮
土木建築サービス ㉙ 39 51
機械修理 ⑨ ⑲
広告業 ⑦ ⑯
建物サービス ⑬ ㉚ 40 52

産業用機器賃貸⑥ ⑨
放送業⑤ ⑥

警備業⑨ ⑲

公
共
サ
ー
ビ
ス

病院 62 84 97 ○116 ○135
一般診療所 32 42 54
歯科 ⑨ ⑳ ㉙
保育所 ⑰ ㉘ ㉛
自然科学研究所 ⑫ ⑲
経済団体 ⑥ ⑨
宗教 ⑯ ㉗

療術業⑥ ⑪
他の非営利団体⑤ ⑧
老人福祉・介護⑥ ⑬

一般廃棄物処理 ⑪ ⑱
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業
種
と
な
っ
た
。
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
旅
館
、
競
輪
競
馬
、
遊
戯
場
（
パ
チ
ン
コ
店
他
）
は
在
来
型
業
種
で
あ
り
、
学
習
塾
、

個
人
教
授
所
（
教
養
・
技
能
）、
ゴ
ル
フ
場
、
そ
の
他
物
品
賃
貸
（
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
）
は
一
九
八
〇
年
代
に
五
万
人
、
十
万

人
を
こ
え
る
業
種
と
な
っ
た
。
旅
館
ホ
テ
ル
は
バ
ブ
ル
期
に
大
き
く
伸
び
た
。
公
園
遊
園
地
が
五
万
人
を
こ
え
る
の
は
九
〇
年
代
半
ば

で
あ
る
。

企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
協
同
組
合
、
新
聞
、
出
版
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
会
計
士
税
理
士
、
機
械
修
理
は
在
来
型
業
種
で

あ
り
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
広
告
、
建
物
サ
ー
ビ
ス
は
新
興
業
種
で
あ
る
が
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
は
す
で
に
五
万
人
を
こ
え
る
業
種
と

な
っ
て
い
た
。
放
送
業
が
五
万
人
を
こ
え
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
末
で
あ
り
、
警
備
業
と
産
業
用
機
器
賃
貸
業
が
五
万
人
を
こ
え
る
業

種
と
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
建
物
サ
ー
ビ
ス
は
バ
ブ
ル
期

に
大
き
く
伸
び
た
。
な
お
、
映
画
制
作
業
が
五
万
人
を
こ
え
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
あ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
は
医
療
・
福
祉
部

門
の
伸
び
が
著
し
い
が
、
療
術
業
と
他
の
非
営
利
団
体
も
一
九
八
〇
年
代
初
め
に
五
万
人
を
こ
え
る
業
種
と
な
っ
た
。
一
般
廃
棄
物
処

理
は
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
十
万
人
を
こ
え
、
産
業
廃
棄
物
処
理
も
九
〇
年
代
半
ば
に
五
万
人
を
こ
え
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
は
学
校

教
育
機
関
は
対
象
外
と
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
〜
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
『
生
産
的

労
働
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
七
八
年
、
青
木
書
店
）
第
五
章
、
で
分
析
し
て
い
る
。

第
三
節

長
期
不
況
期

（
1
）
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
…
…
長
期
不
況
・
産
業
空
洞
化
の
な
か
で
の
起
業
・
雇
用
吸
収
の
場
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
産
業

一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
産
業
空
洞
化
・
長
期
不
況
下
で
の
起
業
・
雇
用
吸
収
の
場
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
注
目
さ
れ
た
。
バ
ブ
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ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
・
産
業
の
海
外
移
転
加
速
化
の
な

か
で
の
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
創
出
を
最
初
に
検
討
し
た
の

は
、
通
産
省
『
二
十
一
世
紀
の
産
業
構
造
』（
一
九
九
四

年
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
次
産
業
、
製
造
業
、
建
設

業
、
流
通
業
等
で
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
五
五
〇
万
人
分
の

雇
用
が
失
わ
れ
る
が
、
情
報
通
信
関
連
を
中
心
と
す
る
成

長
分
野
で
五
二
〇
万
人
分
の
雇
用
増
が
見
込
ま
れ
る
か
ら
、

失
業
増
は
避
け
ら
れ
る
、
と
説
い
た
。
こ
れ
は
情
報
通
信

分
野
の
拡
大
を
過
大
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
飯
盛
『
規

制
緩
和
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』
一
九
九
八
年
、
新
日
本
出
版
社
、
一

章
・
二
章
）。

こ
の
後
、
橋
本
内
閣
が
作
成
し
た
『
経
済
構
造
の
変
革

と
創
造
の
た
め
の
行
動
計
画
』（
一
九
九
七
年
）
で
は
、

医
療
福
祉
、
生
活
文
化
、
新
製
造
技
術
関
連
、
流
通
物
流
、

環
境
関
連
が
主
た
る
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
と
さ
れ
た
。
こ

の
段
階
で
は
ま
だ
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
み
な
ら
ず
製
造
業

や
流
通
物
流
業
で
の
雇
用
拡
大
が
な
お
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
（
同
前
、
六
章
）。
製
造
業
、
流
通
・
物
流

で
の
雇
用
吸
収
は
期
待
で
き
ず
、
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
は

〈表2－3〉新成長分野における雇用増加予測の推移

1994年『21世紀の産業構造』 1997年『行動計画』 2001年『骨太の方針』

医療福祉関連分野 ＋41万人 ＋132万人
高齢者ケア・サービス ＋ 50万人���

��
＋105万人

医療サービス ＋ 55万人

生活文化関連分野 ＋64万人 ＋135万人
個人向けサービス ＋195万人���

��
＋230万人

子育てサービス ＋ 35万人

情報通信関連分野
ビジネス支援関連
国際化関連

＋283万人
＋ 33万人

�
�
�
�
�

＋324万人
＋ 8万人

＋120万人
＋ 48万人

�
�
�
�
�

＋172万人
＋ 4万人

企業向けサービス ＋ 90万人���
��

＋110万人
リーガル・サービス ＋ 20万人

環境関連分野 ＋ 27万人 ＋ 76万人 環境サービス ＋ 10万人

人材関連分野 ＋ 3万人 ＋ 5万人 社会人向け教育 ＋ 20万人

住宅関連分野 － 27万人 ＋ 6万人 住宅関連サービス ＋ 55万人

その他 ＋ 87万人 ＋235万人

計 ＋519万人 ＋761万人 ＋530万人

〈表2－4〉2010年の就業者数予測と現実（万人）

公共サービス
プラス公務

産業関連
サービス

対個人
サービス

製造業 全産業

『21世紀の産業構造』による予測 939 894 983 1494 6984

2010年『労働力調査』による就業者数 1171 780 714 1048 6256

・対個人サービスは外食産業含む。
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も
っ
ぱ
ら
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
の
認
識
が
確
立
し
た
の
は
小
泉
内
閣
に
至
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
「
骨
太
の
方
針
」（
二
〇
〇
一
年
）
の
な

か
で
「
サ
ー
ビ
ス
部
門
五
三
〇
万
人
雇
用
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
示
さ
れ
た
。
だ
が
、
橋
本
内
閣
の
『
行
動
計
画
』（
一
九
九
七
年
）

と
比
し
て
「
骨
太
の
方
針
」
は
、
新
自
由
主
義
的
経
済
運
営
、「
小
さ
な
政
府
」
を
志
向
し
、
医
療
福
祉
、
環
境
関
連
分
野
の
拡
大
を

抑
え
こ
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

公
的
支
出
が
前
提
と
な
る
医
療
福
祉
、
環
境
関
連
を
あ
わ
せ
た
雇
用
増
の
予
測
は
九
七
年「
行
動
計
画
」で
は
二
一
〇
万
人
分
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
〇
一
年
「
骨
太
の
方
針
」
で
は
一
〇
五
万
人
分
へ
と
半
減
し
て
お
り
、
こ
の
減
少
が
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
一
九
五
万
人
増

で
穴
埋
め
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
期
不
況
の
も
と
で
の
家
計
消
費
の
停
滞
・
縮
小
と
い
う
現
実
か
ら
か
け
離
れ
た
実
現
不
可
能
な
プ

ラ
ン
で
あ
っ
た
〈
表
2－
3
〉。
小
泉
内
閣
の
「
サ
ー
ビ
ス
部
門
五
三
〇
万
人
雇
用
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
抑
制
に
重

点
が
あ
り
、
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
雇
用
吸
収
と
い
う
幻
想
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
飯
盛
『
構
造
改
革
と
サ
ー

ビ
ス
産
業
』
二
〇
〇
七
年
、
青
木
書
店
、
第
五
章
）。
二
〇
〇
一－

〇
六
年
の
サ
ー
ビ
ス
業
雇
用
増
は
一
七
八
一
万
人
か
ら
一
九
六
八
万
人
へ
、

一
八
七
万
人
増
（「
事
業
所
統
計
」）
に
と
ど
ま
っ
た
。

通
産
省
『
二
十
一
世
紀
の
産
業
構
造
』（
一
九
九
四
年
）
は
、
二
〇
一
〇
年
の
就
業
者
数
を
、
製
造
業
一
五
〇
〇
万
人
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
プ
ラ
ス
公
務
九
四
〇
万
人
、
産
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
八
九
〇
万
人
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
（
外
食
産
業
含
む
）
九
八
〇
万
人
と
予
測

し
た
〈
表
2－

4
〉。
こ
れ
は
第
一
に
、
そ
の
後
の
製
造
業
の
海
外
移
転
加
速
化
を
予
測
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
第
二
に
、
民
間
サ
ー

ビ
ス
産
業
と
り
わ
け
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
成
長
に
大
き
く
期
待
し
、
医
療
福
祉
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
低
く
見
積
も
っ
て
い

た
。
現
実
に
は
二
〇
一
〇
年
に
、
製
造
業
は
一
〇
四
八
万
人
へ
ま
で
急
減
し
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
は
消
費
停
滞
の
な
か
七
一
四
万
人
に

と
ど
ま
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ス
公
務
は
一
一
七
一
万
人
へ
と
大
き
く
伸
び
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
起
業
の
可
能
性
、事
業
化
戦
略
に
つ
い
て
、東
京
都
、中
小
企
業
事
業
団
な
ど
が
多
数
の
調
査
・

研
究
を
実
施
し
た
。
東
京
都
商
工
指
導
所
は
一
九
九
八－

九
九
年
に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
環
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境
リ
サ
イ
ク
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
物
流
ビ
ジ
ネ
ス
、
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
有
望
六
分
野
に
つ
い

て
事
業
化
戦
略
を
示
し
た
。
東
京
都
労
働
経
済
局
は
一
九
九
七
年
に
、
都
内
サ
ー
ビ
ス
業
一
万
社
を
対
象
と
し
た
創
業
の
経
緯
、
取
引

関
係
を
中
心
と
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
中
小
企
業
事
業
団
は
一
九
九
一－

九
二
年
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
理
美
容
業
、
余
暇
関
連
、

シ
ル
バ
ー
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
開
業
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

（
2
）
二
〇
〇
六
年
以
降
…
…
成
長
力
強
化
・
上
げ
潮
路
線
の
な
か
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
向
上
戦
略
が
登
場

長
期
不
況
か
ら
の
脱
却
を
ふ
ま
え
、
二
〇
〇
六
年
に
は
安
倍
内
閣
の
「
新
経
済
成
長
戦
略
」
が
登
場
し
、
製
造
業
に
比
し
て
遅
れ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
・
競
争
力
強
化
が
説
か
れ
、
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
調
査
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
成
長
力
強
化
・
上
げ
潮
路
線
と
い
う
国
策
を
背
景
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。経
産
省『
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
生
産
性
向
上
に
向
け
て
』（
二
〇
〇
七
年
）
は
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
活
用
を
検
討
し
、
経

産
省
・
産
業
技
術
総
合
研
究
所
内
に
サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
『
日
本
の
中
小
企

業
の
サ
ー
ビ
ス
経
営
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
日
本
の
中
小
ベ
ン
チ
ャ
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
革
新
』（
二
〇
〇
八

年
）
で
、
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
。

日
刊
工
業
新
聞
社
『
非
製
造
業
も
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
』（
二
〇
〇
八
年
）
は
ト
ヨ
タ
方
式
（
か
ん
ば
ん
方
式
）
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ

の
導
入
を
説
い
た
。
野
村
総
研
『
二
〇
一
五
年
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
の
生
産

性
向
上
の
事
例
と
し
て
、
一
〇
分
間
一
〇
〇
〇
円
の
床
屋
、
家
事
代
行
の
ベ
ア
ー
ズ
、
公
文
教
育
研
究
会
、
セ
コ
ム
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
老

人
介
護
な
ど
の
海
外
展
開
を
あ
げ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
構
想
は
、
安
倍
内
閣『
日
本
経
済
の
進
路
と
戦
略
』（
二

〇
〇
七
年
）、
経
済
産
業
省
『
新
経
済
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
六
年
）、『
骨
太
方
針
〇
七
』
で
登
場
し
、
福
田
内
閣
『
骨
太
方
針
〇
八
』、

麻
生
内
閣
『
骨
太
方
針
〇
九
』
で
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
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だ
が
わ
が
国
で
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
期
待
さ
れ
て
き
た
役
割
は
、
ま
ず
第
一
に
「
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
」
で
あ
り
、
そ
の
大

き
な
雇
用
吸
収
力
は
む
し
ろ
労
働
生
産
性
の
低
さ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
米
国
で
は
多
国
籍
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
伴
い
、
一
九
八

〇
年
代
以
降
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
特
許
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
法
務
・
会
計
な
ど
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
が
急
増
し
、
こ
れ
ら
分

野
で
は
圧
倒
的
な
国
際
競
争
力
を
も
ち
、
米
国
の
輸
出
額
の
三
分
の
一
が
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

強
い
競
争
力
は
巨
大
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
（
中
本
悟
編
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
』
日
本

経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
・
七
章
参
照
）。
現
実
に
は
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働
生
産
性
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
÷
就
業
者
数
）
は
二
〇
一

〇
年
に
至
っ
て
も
、
製
造
業
の
半
分
、
全
産
業
の
六
割
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
進
展
し
て
い
な
い
。

第
四
節

サ
ー
ビ
ス
産
業
政
策
の
転
換

（
1
）
国
策
対
応
型
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
政
策

国
際
競
争
力
優
先
、
輸
出
型
産
業
重
視
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
中
央
集
中
、
地
域
間
格
差
、
貿
易
ま
さ
つ
、
産
業
空
洞
化
・

失
業
増
加
な
ど
へ
の
対
応
策
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
か
ん
す
る
政
府
の
政
策
が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
そ
の
時
々
の
国
策
に
対
応
す
る

た
め
の
手
段
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
国
民
生
活
の
向
上
・
充
実
を
目
標
に
据
え
た
政
策
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
も
成

功
し
な
か
っ
た
。一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
地
方
展
開
が
説
か
れ
た
が
、現
実
に
は
逆
に
中
央
集
中
が
強
ま
っ

た
。
ま
た
貿
易
ま
さ
つ
へ
の
対
応
と
し
て
大
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で
内
需
拡
大
が
試
み
ら
れ
た
が
、
家
計
消
費
停
滞
の
な
か
過
剰
投
資
で

そ
の
多
く
は
破
綻
に
至
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
雇
用
吸
収
・
起
業
が
説
か
れ
た
が
、
そ
の
雇
用
吸
収
力
は

期
待
さ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
空
洞
化
に
よ
る
失
業
者
急
増
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
長
期
不
況
脱
却
後
は
上
げ
潮
路
線
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
掛
け
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
低
生
産
性
は
続
い
て
い
る
。
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わ
が
国
が
円
高
騰
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
競
争
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
も
、
第
三
次
産
業
は
わ
が
国
の
高
コ
ス

ト
構
造
の
元
凶
と
み
な
さ
れ
、
規
制
撤
廃
に
よ
る
そ
の
効
率
化
・
生
産
性
向
上
・
コ
ス
ト
引
下
げ
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
六
年

版
『
経
済
白
書
』
で
は
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
の
特
徴
と
し
て
、
比
較
優
位
産
業
（
電
機
、
自
動
車
、
一
般
機
械
）、
比
較
劣
位
産
業

（
食
品
、
繊
維
、
衣
服
）、
非
貿
易
材
産
業
（
建
設
、
運
輸
通
信
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
）
の
三
者
の
間
で
生
産
性
格
差
が
大
で
あ
る
こ

と
を
あ
げ
、
輸
入
増
大
・
規
制
緩
和
を
テ
コ
と
し
た
比
較
劣
位
産
業
と
非
貿
易
材
産
業
の
再
編＝

低
コ
ス
ト
化
・
生
産
性
向
上
が
わ
が

国
経
済
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
た
。
こ
の
時
代
で
も
そ
し
て
現
在
で
も
、
わ
が
国
の
競
争
力
強
化
の
た
め
に

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
国
民
生
活
充
実
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ま
ず

そ
の
低
賃
金
・
低
収
入
状
態
の
打
破
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
内
需
拡
大
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
前
提
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
内
需
型
経
済
へ
の
転
換
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興

国
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
は
、
内
需
型
成
長
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
転

換
が
政
府
じ
し
ん
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
の
は
鳩
山
内
閣
『
新
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
九
年
）
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
世
界
大

不
況
の
到
来
を
背
景
に
、
従
来
の
輸
出
主
導
型
か
ら
内
需
主
導
型
経
済
へ
の
転
換
を
説
き
、
新
需
要
創
造
の
三
大
分
野
と
し
て
、
健
康
、

環
境
、
観
光
を
あ
げ
た
。『
新
成
長
戦
略
』
の
策
定
は
鳩
山
内
閣
か
ら
菅
内
閣
へ
継
承
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
医
療
、
ア
ジ
ア
、
観
光
、
科
学
技
術
、
雇
用
人
材
、
金
融
と
い
う
七
つ
の
戦
略
分
野
を
設
定
し
、

最
大
の
成
長
分
野
を
健
康
ニ
ー
ズ
を
み
た
す
医
療
・
介
護
・
健
康
関
連
産
業
、
と
し
た
。

二
〇
〇
一－

〇
九
年
に
サ
ー
ビ
ス
部
門
就
業
者
は
一
七
八
一
万
人
か
ら
二
一
五
九
万
人
へ
三
七
八
万
人
増
加
し
た
が
、
そ
の
な
か
で

は
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
七
八
〇
万
人
か
ら
一
〇
一
一
万
人
へ
二
三
一
万
人
と
最
大
の
増
加
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
う
ち
医
療
福
祉
が
四
四

七
万
人
か
ら
六
三
七
万
人
へ
一
九
〇
万
人
増
と
最
大
の
伸
び
で
あ
っ
た
〈
表
2－
1
〉。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
主
要
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業
種
の
推
移
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
。
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